
　　 　（単位：百万円）

22年度 21年度 増 減 22年度 21年度 増 減

　教育経費 250 205 45 　運営費交付金収益 4,940 4,982 ▲ 42 

　研究経費 964 927 37 　学生納付金収益 754 757 ▲ 3 

　教育研究支援経費 111 111 0 　附属病院収益 20,553 19,490 1,063

　診療経費 11,755 11,518 237 　受託研究等収益 622 533 89

　人件費 14,733 14,514 219 　寄附金・補助金収益 1,075 1,386 ▲ 311 

　受託研究・事業費 526 452 74 　その他収益 1,192 1,359 ▲ 167 

　一般管理費等 456 658 ▲ 202 

経常費用　計 28,798 28,387 410 経常収益　計 29,139 28,509 629

経 常 損 益 340 121 219

臨 時 損 失 149 5 144 臨 時 利 益 3 8 ▲ 5 

当 期 純 利 益 194 124 70 目 的 積 立 金 取 崩 額 5 11 ▲ 6 

当 期 総 利 益 200 135 65 注）各金額は単位未満を切り捨てしているため、計は一致しない。

【経常費用・経常収益の構成比】

平 成 ２ ３ 年 ７ 月

事 務 局 経 理 課

注)　京都府公立大学法人運営費交付金　5,335百万円
　　　(上記収益化額＋償還負担金等）

平成２２年度 京都府立医科大学決算概要 

【決算概要】 
 ○平成22年度決算は、経常費用２８７億９千８百万円、経常収益２９１億３千９百万円であり、 

   経常損益は、３億４千万円の黒字。 

 ○運営費交付金が毎年度減少している一方で、附属病院収入の増加により大学全体の収益は増加。 

 ○人件費は、常勤の教職員人件費が人員減及び人勧の影響により、２億５千３百万円減少する一方 

   研修医、専攻医、大学院生の診療謝金、手当の増加等により非常勤職員人件費が２億３百万円増 

   加。また、退職手当の増加により、人件費全体としては、２億１千９百万円増加。 

 ○教育経費及び研究経費は、維持管理など経常的費用である一般管理費等の削減により、事業費を 

  確保し、前年度比７．２ポイント増加。 

 ○診療経費は、診療実績の大幅な伸びに伴い、医薬費等の経費が２億３千７百万円増加。 

 ○平成22年度は、過年度教職員人件費を臨時損失として計上。   
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京都府立医科大学の財務状況の特色 

◆ 事業費総額等 
 ・ 京都府立医科大学及び附属病院の事業費は、平成２０年度の法人化以降、２８５億円 

  前後で推移している。 

 ・ 事業費のうち、人件費が約５割、診療経費が約４割で、本学の事業費の大宗を占めて 

  いる。 

 ・ 運営費交付金は年々減少しているものの、外部資金や附属病院収入等の増により、事 

  業費を確保し、平成２０年度からの３年間は経常損益は黒字となっている。 

 

◆ 人件費 
 ・ 人件費は、教職員数の減及び人勧の影響により、常勤の教職員人件費は減少したとこ 

  ろであるが、附属病院の診療に従事する研修医、専攻医、大学院生等の診療謝金、手 

  当等により、非常勤職員人件費が大幅に増加するとともに、退職手当が増えたことに 

  より､昨年度に比べ､２億１千９百万円増加している。 

 ・ 人件費は、事業費の５割以上を占めており、今後の円滑な財務運営を行っていくため 

  には人件費割合の抑制が課題となっている。 

 

◆ 附属病院収益 

 ・ 平成22年４月の診療報酬改定のほか、手術件数、病床利用率、入院在日数など、経営 

  努力を行った結果、前年度を１０億円以上、上回った。 
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